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小学生

中学生

16～18歳

　平成18年度から始まる第四次総合計画の策定にあたっては、「町民が主役」の個性あるまちづくり
を推進していくために、計画策定段階から町民の方に参加してもらい、まちづくりについてのご意見
やお考えをお聞きして、計画に反映していきたいと考えています。今までに、20歳以上の町民の方や
これからの大磯町を担う若い世代の方を対象としたアンケート調査やワークショップ、町民対話集会
などを実施して色々なご意見やお考えをいただきました。
　今回は、若い世代の方を対象としたアンケート調査の集計結果とワークショップのとりまとめがで
きましたのでお知らせします。

Q. 大磯町のイメージは？

１. 調査対象者 ①町内小学校６年生、中学校３年生

 ②16歳～18歳（昭和60年４月２日～昭和63年４月１日生まれ）の町民300人を無作為抽出

２. 配 布 方 法 ①学校経由による配布回収

 ②郵送による配布回収

３. 調 査 時 期 平成15年７月

４. 回　収　率 ①小学校６年生 回収数238票 回収率　96.7％

 　中学校３年生 回収数267票 回収率　92.1％

 ②16歳～18歳 回収数  85票 回収率　28.3％

調査の方法と概要

活気がないまち 活気があるまち

12.9

39.9
30.0

50.6

12.2
21.7

(%)

歴史や文化があるまち特徴がないまち

85.95.9

80.7
73.0

7.1
13.1

(%)

観光のまち住宅のないまち

25.925.9

37.8
31.1

27.3
28.1

(%)

自然が多いまち自然が少ないまち

88.23.5

78.2
90.3

6.7
3.0

(%)

空気がよいまち空気が悪いまち

72.95.9

52.9
56.9

9.7
10.5

(%)

地域とつながりがあるまち地域とつながりがあまりないまち

38.825.9

44.1
46.1

13.4
14.6

(%)

お年寄りが多いまちお年寄りが少ないまち

89.40

61.8
77.9

7.6
1.5

(%)

10代若者アンケート結果
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Q. 大磯町の好きな点（場所）、好きでない点（場所）は？

※自由回答につき、主な回答のみ掲載

小学生 中学生 16～18歳

Q. どのような活動に参加したいですか？

高齢者等への
ボランティア活動

歴史や文化等郷土遺産の
保護活動

自然環境保護活動

リサイクル活動、
省資源活動

スポーツや保険事業等の
健康づくり活動

祭り、文化祭、運動会等の町や
地区行事への参加活動

交通安全や防犯・防災活動

明るいまちづくり活動

国際交流、都市交流活動

特産品や
土産物の研究開発活動

その他

無回答

美化活動や清掃活動

3.5

(%)

16.9
4.7

10.1
7.1

4.1
4.7

6.4
11.8

7.1
5.9

10.1
12.9

20.2
20.0

2.6
3.5

10.1
5.9

3.0
15.3

4.1
3.5

2.2
1.2

3.0

お年寄りとの交流

ほかの町の小学生との交流

外国人との交流

農作業の体験

町の自然観察

町の自然を守り育てる活動

町の清掃、美化活動

町の歴史・文化の学習

スポーツ教室

(%)

57.1

43.7

60.5

56.7

53.8

53.8

56.7

45.4

47.5

小学生

中学生

16～18歳

好きでない点（場所）　　　　　　　　　（票）
海・山が汚い

デパート等大きな店等がない
店が少ない

遊ぶところがない
ゴミが多い

公園
学校

川が汚い
駅・駅前 2 5 3

5 6 3

8 7 (0)

19 2 (0)

(0)20 16 

7 27 7

9 34 8

24 29 3

61 23 8

好きな点（場所）　　　　　　　　　　　　　　　 （票）

6 16 4

13 11 2

29 2(0)

20 9 6

17 24 4

26 39 9

11 8 3

413 8

10 22 3

17 14 4

17 14 4

6 27 11

56 160 39

65 98 19

海
自然が多い

山
学校

海と山がある
ロングビーチ
空気がきれい
緑が多い
城山公園
プール
公園
家
静か

歴史がある
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　それぞれのテーマ毎に、10歳代～80歳代ま
での23名の参加者の方から、現在のまちづくり
についての問題点や将来の大磯町の在り方など、
様々な視点からまちづくりに対するご意見やお
考えをいただきました。

【開　催　概　要】
 開催日 開催テーマ 参加者数
 6月7日 人口等から見たまちの将来像 10名

 6月21日 くらしからみたまちづくり 17名

 7月5日 将 来 め ざ す ま ち づ く り 19名

 7月19日 個 性 あ る ま ち づ く り 16名

Q. あなたがもし町長だったら、どのようなまちづくりをしますか？
心豊かな教育と
地域の文化を

高めるまちづくり

災害に強く、犯罪のない
安全なまちづくり

豊かな自然環境を守り育てる、
潤いあるまちづくり

住民が主役の
開かれたまちづくり

地域の特色を活かした観光や
商工業のまちづくり

公園や道路が整備された
快適で住みよいまちづくり

その他

無回答

健康で安心に暮らせる
福祉の充実したまちづくり

1.2

(%)8.4
6.7

11.8

7.6
12.4
12.9

27.3
16.5

9.4

30.7
31.1

25.9

1.7
6.4
8.2

1.7
5.6

9.4

13.9
10.5

12.9

4.2
5.6

8.2

4.6
5.2

　人口減少に伴い、さらに少子・高齢化が進むことが予想される。このため、まちの活力がなくなり、また、学
校の空き教室が増えるなど漠然とした不安も感じている。同時に、町の税収が乏しくなり、財源確保も難しくな
るのではという心配もある。
　これらから、「ある程度人口を増やした方がよい」との意見は多いが、そのために緑が失われるのは不本意であ
り、宅地開発にあたっては、自然に溶け込んだ大磯らしさというものを十分に反映させなければならないし、緑
や街並みの保存を図るなど、その土地の特性を生かした開発が必要となってくる。
　また、大磯町は緑が多く知名度も高く魅力的なまちであり、住むことに誇りを感じる人は多い。こうした美し
い自然や歴史文化的資産を大切にしながら、まちづくりに活かしていく必要があり、「町っぽさ」、「自然を活かし
た観光地」、「カントリーな雰囲気がよい」、「車ではなく、歩いて回れる観光地にすべき」など、大磯町のもつ魅
力をもっと活かすべきである。将来人口については、バランスある人口構成にする必要性があり、若者や子育て
世代の転入を促進する必要はあるが、どのような人たちに大磯町に住んでもらいたいかといったビジョンを持つ
ことも大切なことである。

小学生

中学生

16～18歳

ワークショップでの意見・提案のとりまとめ

ワークショップ開催結果
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　アンケート調査結果の内容や、ワークショップの開催
要旨など、詳しくは、町民情報コーナー、図書館、国府
支所においてある「小・中学生、若者アンケート調査結果」
「総合計画ワークショップ」及び大磯町のホームページ
でご覧になれます。
◎問い合わせ　企画室　内線２２９

ワークショップでの個別意見・提案

・人口減少に伴い高齢化が進展して財源確保が難し
く町が廃れる懸念がある。

・高齢化が進めば、宅地開発をしても若年層の流入
はない。

・若年層が残りたい仕掛けをしないと高齢化率が高
くなり、人は多いが税収が乏しく苦しい町となっ
てしまう。

・子育て世代の転入促進を行うまちづくりのビジョ
ンを行政が持っているのか。

・子育て支援環境の充実こそ若年層の流入促進にな
る。　…等

・地域の特性を生かした開発を行い、街並みの保存
すべきところは残す。

・開発に対して対立するのではなく、一緒にやって
いけば緑や大磯らしさが残る。

・大磯らしい緑のあるマンションが良い。今後はマ
ンションを建設しても売れないので開発は自然に
止まる。

・近年開発のスピードが速く残念であり、守るべき
自然は守るべき。

・ある程度自然が壊れても仕方ない。乱開発はよく
ないが多少は仕方ない。大磯に住みたい人がいる
以上は、宅地化はやむを得ない。　…等

＜人口増について＞
・ある程度人口が増えた方がよいし、それなりの条件
や将来ビジョンを持てば人は増える。

・第２の人生を送る場所としての転入者は多いが、若
い層はどうするか。

・意図的に若年層の流入を行い人口構成バランスを考
える必要がある。

・若年層を呼び込み、人口増を考える方が良い。子供
がいないと寂しい。

・人口増を促進する地域との棲み分けを行い、人口が
ある程度増える方向に持っていく。

・人口増のため、文化を背景とした研究所等の企業誘
致も良い。　…等

＜人口増は難しい＞
・人口は現状維持か減少傾向になるのでは。将来人口
を増やす必要はなく今の位でよい。

・全国規模での人口減少に対して大磯だけ逆らい人口
を増やすのは難しいので、規模を小さくして安全、
福祉、教育の整備を図る。

・利便性がよくなっても人口増加はしない。
・人口増加の為に緑や畑を削っても仕方ないと思う反面、
面、緑が無くなる事にストレスを感じる。

・人口増は結果としては仕方ないが、まとまった住宅
地を整備する等による意図的な人口増はどうかと思う。
　…等

●少子・高齢化とまちの活力 ●開発と自然環境

●将来人口について

・大磯の知名度は高く、住んで誇りに思う。
・転入してきた者にとっては魅力的であり、良いと
ころに住んでいると言われる。

・若い世代でも緑が多い場所に住むのは魅力的であ
り、大磯の資産である自然と文化を積極的に利用
して資産価値を高める。
・大磯が好きなのは「町っぽさ」であり、町が変わ
るのは寂しい。

・自然に溶け込んだ住宅地をつくる。　…等

●「大磯らしさ」と魅力

・まちづくりは自立であり、まちづくりの基本がな
い。

・お金をかけたまちづくりはだめであり、周辺のま
ちづくりを考えて行う必要がある。

・住みたい人の気持ちを考えまちづくりを進めるべ
きであり、町民の意見を吸い上げる場や機会が必
要である。

・色々な世代から見た弱みや強み（セールスポイン
ト）を考え、大磯らしさを残しつつ、まちづくり
を行う。若い世代を呼び込むなら「海」、「道」、「利
便性」。

・町は自然発生的にできるもので、人工的なまちづ
くりは反対。

・国府の空地に住宅を建設すれば、財源的にも潤う。
・車でなく歩いて回れるような自然を生かした観光
地にするべきだ。カントリーな雰囲気がよい。　
…等

●まちづくりと政策
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①廃棄時にメーカーに連絡
　（パソコンのメーカーごとに回収します）
②回収・リサイクル料金の振り込み　
　
③ゆうパック伝票の送付（メーカーより送付）　
　
④回収依頼
　（郵便局に持ち込んでも回収を依頼しても料金は変わりません）
⑤郵便局でメーカーごとにリサイクルセンターへ発送

⑥リサイクルされます

回収・リサイクル料金

※10月１日以降、町の粗大ごみ回収では取り扱いません
◎問い合わせ　（社）電子情報技術産業協会
　TEL 03-5282-7685   http://www.pc3r.jp
　環境美化センター　1（72）４４３８

指定登録販売店 　
町
で
は
、
生
ご
み
の
発
生
抑
制
や

ゴ
ミ
減
量
化
の
一
環
と
し
て
、
家
庭

用
電
動
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
対

し
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
　
町
内
在
住
（
１
世
帯
に
つ

き
１
基
）

○
助
成
額
　
購
入
金
額
の
1/2
以
内
（
上

限
３
万
円
）

○
助
成
商
品
　
販
売
店
で
登
録
さ
れ

た
機
種
に
限
り
ま
す
。

　
今
ま
で
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
に
は

興
味
が
あ
る
も
の
の
、
土
や
置
き
場

が
な
い
な
ど
の
理
由
で
で
き
な
か
っ

た
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　

　
各
指
定
登
録
販
売
店

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
1（
72
）４
４
３
８

＋・・・＋・・・＋・・・＋・・・＋・・・＋・・・
＋
・
・
・
＋
・
・
・
＋
・
・
・
＋
・
・
・
＋
・
・
・
＋
・
・
・
＋
・
・
・
＋
・
・
・
＋
・
・
・
＋

・・・＋・・・＋・・・＋・・・＋・・・＋・・・＋・
・
・
＋
・
・
・
＋
・
・
・
＋
・
・
・
＋
・
・
・
＋
・
・
・
＋
・
・
・
＋
・
・
・
＋
・
・
・
＋
・
・

・

 品　　　目 料　　金
 デスクトップＰＣ ３，０００円
 ノートブックＰＣ ３，０００円
 ＣＲＴディスプレイ ４，０００円
 ＣＲＴディスプレイ一体型ＰＣ ４，０００円
 液晶ディスプレイ ３，０００円
 液晶ディスプレイ一体型ＰＣ ３，０００円

 販売店名 電話番号
 アシストクルー㈱ ６１－６５２４
 アタック電器㈱ ７１－３１３５
 太田電気商会 ７１－２０２６
 小川電機商会 ６１－０７７０
 ㈲加藤マリンサービス ６１－４４４７
 釜津田電機商会 ６１－１６０９
 湘南家電 ６１－０８６８
 JA湘南大磯支所 ７１－２５１１
 諸星電機 ６１－２８８０
 ㈲やまご電器 ６１－１２５６
 ロイヤルホームセンター㈱ ３３－８８５１

生
ゴ
ミ
減
量
化
の
強
い
味
方

「
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
」

〜
お
安
く
販
売
し
て
い
ま
す
〜

（五十音順）

　
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
減
量
し
、

肥
料
に
変
え
る
事
が
で
き
る「
コ
ン
ポ
ス

タ
ー
」を
安
価
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
２
基
の
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
を
交
互
に

使
用
し
て
、
堆
肥
を
上
手
に
作
っ
て

い
る
家
庭
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
２
基
目
の
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
の
購
入

を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
で
は
３
種
類
の

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

一
度
見
て
購
入
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

○
対
象
　
町
内
に
在
住
し
て
い
て
コ

ン
ポ
ス
タ
ー
を
設
置
す
る
場
所
が

あ
る
人
（
１
基
に
つ
き
１
㎡
程
度

の
平
ら
な
土
の
面
が
必
要
で
す
。

Ｄ
―
70
角
型
は
約
半
分
程
度
）

○
大
き
さ
（
単
位
・
㎝
）

　
①
190
㍑
丸
型
↓
直
径
72
×
高
さ
71

　
②
130
㍑
丸
型
↓
直
径
60
×
高
さ
66

　
③
Ｄ
―
70
角
型
↓
縦
45
×
横
45
×

高
さ
69.5

　
※
い
ず
れ
も
地
上
式
、
材
質
は
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
製

○
あ
っ
せ
ん
価
格

　
①
190
㍑
丸
型
…
２
’８
０
０
円

　
②
130
㍑
丸
型
…
２
’４
０
０
円

　
③
Ｄ
―
70
角
型
…
２
’２
０
０
円

○
配
布
時
期
　
申
し
込
み
を
し
た
人

か
ら
順
次
配
布

○
代
金
納
付
方
法
　
品
物
を
お
届
け

す
る
時
に
納
入
通
知
書
を
お
渡
し

し
ま
す
の
で
、
金
融
機
関
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※
持
ち
帰
り
が
で
き
る
人
は
、
直
接

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
で
お
渡
し
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　（
在
庫
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

電
話
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
1（
72
）４
４
３
８

▲電動生ゴミ処理機

▲コンポスター
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来
年
４
月
入
園
の
園
児
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

＊
＊
＊ 

町
立
幼
稚
園 

＊
＊
＊

▼
対
象
幼
児

　
平
成
16
年
４
月
１
日
現
在
、
大
磯

町
に
住
所
を
有
す
る
（
ま
た
は
、
予

定
の
あ
る
）
平
成
10
年
４
月
２
日
〜

平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
３
歳

児
・
４
歳
児
・
５
歳
児

▼
募
集
要
項
・
願
書
の
配
布

・
10
月
15
日（
水
）以
降

・
各
幼
稚
園

▼
願
書
の
受
付

・
11
月
４
日（
火
）〜
７
日（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

・
各
幼
稚
園

▼
入
園
料
・
保
育
料

　
入
園
料
５
，０
０
０
円

　
保
育
料
月
額
８
，５
０
０
円

▼
説
明
会

　
入
園
予
定
園
児
の
保
護
者
を
対
象

に
し
た
幼
稚
園
で
の
生
活
内
容
等
に

つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
最
寄
り
の
幼
稚
園
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

10
月
２
日（
木
）
国
府
幼
稚
園

10
月
３
日（
金
）
月
京
幼
稚
園

10
月
６
日（
月
）
大
磯
幼
稚
園

10
月
８
日（
水
）
小
磯
幼
稚
園

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　

　
大
磯
幼
稚
園
　
1（
61
）０
５
０
５

　
小
磯
幼
稚
園
　
1（
61
）４
０
９
３

　
国
府
幼
稚
園
　
1（
71
）０
５
４
９

　
月
京
幼
稚
園
　
1（
71
）３
０
５
０

＊
＊
＊ 

私
立
幼
稚
園 

＊
＊
＊

　
募
集
要
項
の
配
布
は
10
月
15
日（
水
）

以
降
・
願
書
の
受
付
は
11
月
１
日（
土
）

以
降
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
各
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
県
学
事
振

興
課

　
1
０
４
５（
２
１
０
）１
１
１
１

幼
稚
園
児
を
募
集

　
毎
年
10
月
は
秋
の
緑
化
月
間
と
し

て
、
各
地
で
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
豊
か
な
緑
地
を
保
全
し
た

り
、
町
並
み
に
緑
を
増
や
す
た
め
に
、

次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
◆
い
け
が
き
設
置
奨
励
事
業

　
緑
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
防
災
に

役
立
て
て
い
く
た
め
に
、
生
け
垣
を

設
置
す
る
場
合
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

〔
主
な
設
置
基
準
〕

①
住
宅
を
目
的
と
し
た
土
地
で
、
公

道
に
面
し
た
総
延
長
が
、
５
メ
ー

ト
ル
以
上
あ
る
こ
と

②
樹
種
は
町
が
推
奨
す
る
も
の

③
そ
の
他
、
詳
細
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

〔
補
助
金
額
〕

　
生
け
垣
の
延
長
１
メ
ー
ト
ル
に
つ

き
２
’０
０
０
円
（
限
度
額
４
万
円
）

　
◆
み
ど
り
交
換
事
業

　
家
庭
に
あ
る
樹
木
を
譲
り
た
い
方

や
、
樹
木
の
取
得
を
希
望
し
て
い
る

方
へ
情
報
交
換
の
場
を
提
供
す
る
も

の
で
す
。

①
樹
木
は
移
植
可
能
な
も
の
で
、
営

利
を
目
的
と
し
な
い
も
の

②
提
供
と
取
得
に
関
す
る
情
報
は
、

指
定
の
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
庁
舎
内
に
６
カ
月
を
限
度
に

掲
示
し
ま
す
。

③
移
植
や
運
搬
な
ど
に
関
し
て
は
、

当
事
者
間
で
話
し
合
い
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
◆
み
ど
り
基
金

　
緑
地
の
購
入
や
保
全
な
ど
の
た
め
、

町
か
ら
の
出
資
金
や
基
金
の
運
用
か

ら
生
じ
る
収
益
金
、
町
民
・
企
業
・

団
体
か
ら
の
寄
附
金
を
基
金
と
し
て

積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　
緑
地
の
購
入
や
保
全
に
は
大
き
な

資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
◆
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
花
に
親
し
む
機
会
を
増
や
し
、
心

の
や
す
ら
ぎ
と
美
化
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
７
つ
の
団
体
に
よ
り
、
道

路
や
公
園
な
ど
の
花
壇
に
き
れ
い
な

花
を
咲
か
せ
、
多
く
の
人
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
協
力
い
た
だ
け
る
団
体
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
都
市
整
備
課

　
1
内
線
２
４
１

▲ボランティアによる花いっぱい運動

，

，
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大
磯
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　
　
関
東
大
会
優
勝

　
　
全
国
大
会
団
体
戦
第
５
位

国
府
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

関
東
大
会
第
３
位

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
優
勝

　
夏
の
中
学
校
体
育
大
会
に
お
い
て
、

大
磯
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子

が
み
ご
と
関
東
大
会
で
団
体
優
勝
を

し
ま
し
た
。

　
個
人
戦
で
第
９
位
と
な
っ
た
西
島
・

福
田
組
と
と
も
に
北
海
道
旭
川
市
で

開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し
、

個
人
戦
は
一
回
戦
で
敗
退
し
ま
し
た

が
、
団
体
戦
で
は
第
５
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

■
大
会
出
場
選
手

﹇
大
磯
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
﹈

団
体
戦
（
関
東
・
全
国
）

　
西
島
　
　
理
　
　
橋
本
　
孝
宏

　
水
野
　
　
司
　
　
福
田
　
勝
吾

　
南
　
　
優
樹
　
　
二
梃
木
周
平

　
倉
本
　
雷
大
　
　
古
澤
　
拓
馬

個
人
戦

　
西
島
・
福
田
組
（
関
東
・
全
国
）

　
水
野
・
橋
本
組
（
関
東
）

　
国
府
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
も
関
東
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
個
人
戦
で
出
場
し
た
花
岡
・
宮
下

組
は
惜
し
く
も
２
回
戦
で
敗
退
し
ま

し
た
が
、
団
体
戦
で
は
み
ご
と
第
３

位
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
か
ら
160
余
り
の
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
「
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
」
で
予
選
リ
ー

グ
７
試
合
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
８

試
合
を
勝
ち
抜
き
み
ご
と
優
勝
し
ま

し
た
。

■
大
会
出
場
選
手

﹇
国
府
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
﹈

団
体
戦
（
関
東
）

　
石
井
章
一
郎
　
　
今
井
　
藤
太

　
花
岡
　
俊
之
　
　
宮
下
　
真
吾

　
竹
内
　
　
徹
　
　
西
村
　
仁
孝

　
多
田
　
諒
彦
　
　
岩
崎
　
　
惇

個
人
戦

　
花
岡
・
宮
下
組
（
関
東
）

大
磯
中
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

関
東
大
会
出
場

第
5454
回
神
奈
川
県
総
合
体
育

大
会
夏
季
大
会
の
結
果

　
８
月
３
日（
日
）に
市
町
村
対
抗
で

各
競
技
が
行
わ
れ
、
夏
季
大
会
に
は

38
名
が
町
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
種
目
と
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

☆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

１
回
戦
　
対
箱
根
町（
棄
　
権
）勝
利

２
回
戦
　
対
真
鶴
町（
４
ー
５
）敗
退

☆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

１
回
戦
　
対
南
足
柄
市（
３
ー
２
）勝
利

２
回
戦
　
対
藤
野
町（
３
ー
２
）勝
利

３
回
戦
　
対
平
塚
市（
１
ー
３
）敗
退

☆
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技

男
子
の
部
14
位（
出
場
24
市
町
中
）

ス
ポ
ー
ツ
大
会（
柔
道
大
会
）の
結
果

　
８
月
３
日（
日
）、平
塚
市
総
合
体
育

館
で
210
名
が
参
加
し
た
、第
24
回
平
塚

少
年
柔
道
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
学
３
・
４
年
の
部
で
加
藤
将
貴

選
手
が
優
勝
、
小
学
５
・
６
年
の
部

で
青
木
周
大
選
手
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
16
日（
日
）、
や
ま
と

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、470
名
が
参
加
の

中
、
第
20
回
湘
南
地
区
少
年
柔
道
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
学
３
年
女
子
の
部
で
二
梃
木
七

美
選
手
が
敢
闘
賞
、
小
学
４
年
男
子

の
部
で
加
藤
将
貴
選
手
が
敢
闘
賞
、

小
学
５
年
男
子
の
部
で
青
木
周
大
選

手
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
　
　

　
1
内
線
３
２
４

　
大
磯
中
学
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

男
子
も
関
東
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

１
回
戦
で
優
勝
し
た
東
京
の
チ
ー
ム

に
惜
敗
は
し
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で

健
闘
が
光
り
ま
し
た
。

■
大
会
出
場
選
手

﹇
大
磯
中
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
﹈

（
関
東
）

　
丸
山
　
祐
護
　
　
真
間
　
恭
平

　
小
清
水
　
雅
　
　
二
梃
木
恭
平

　
大
島
　
拓
也
　
　
吉
田
　
　
豊

　
鈴
木
　
達
矢
　
　
鷹
野
　
　
達

　
斎
藤
　
　
亮

◎
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課

　
1
内
線
３
２
７
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高
度
地
区
の
指
定

■
高
度
地
区
と
は

　
高
度
地
区
は
、
用
途
地
域
内
に
お

い
て
市
街
地
の
環
境
を
維
持
し
、
又

は
土
地
利
用
の
増
進
を
図
る
た
め
、

建
築
物
の
高
さ
の
最
高
限
度
又
は
最

低
限
度
を
定
め
る
地
区
で
す
。

■
高
度
地
区
の
必
要
性

　
建
築
物
の
高
さ
の
最
高
限
度
は
、

昭
和
54
年
か
ら
現
在
ま
で
大
磯
町
開

発
指
導
要
綱
、
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
大

磯
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
に

定
め
ら
れ
、
市
街
地
は
自
然
環
境
と

調
和
し
た
良
好
な
街
並
み
景
観
や
居

住
環
境
が
形
成
さ
れ
、
維
持
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
良
好
な
居
住
環
境
等

の
維
持
又
は
形
成
を
将
来
に
わ
た
り

図
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
よ
り
実
効
性
の
強
い
法

律
上
の
制
度
を
活
用
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■
指
定
方
針
等

・
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
を
除

く
用
途
地
域
に
高
度
地
区
を
指
定
し

ま
す
。

・
大
磯
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規

則
に
定
め
る
建
築
物
の
高
さ
の
最
高

限
度
（
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地

域
は
13
m
、
第
一
種
住
居
地
域
・
第

二
種
住
居
地
域
・
近
隣
商
業
地
域
・

準
工
業
地
域
・
工
業
地
域
は
15
m
）

を
基
本
に
高
度
地
区
を
指
定
し
ま
す
。

・
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
は
、

建
築
物
の
高
さ
の
最
高
限
度
を
既
に

10
m
と
定
め
て
い
ま
す
。

　町では、高度地区と準防火地域の指定作業を進めており、このたびその原案がまとまりまし

たので、町民の皆さんのご意見を伺うためにお知らせします。

指定原案まとまる

１
　
位
置
及
び
区
域
は
、
原
案

図
の
と
お
り
で
す
。

２
　
適
用
の
除
外
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

【
指
定
原
案
】

種　　類 面　積
建築物の高さの

最高限度又は最低限度

高  度  地  区
(最高限第1種)

高  度  地  区
(最高限第2種)

合　　計 約373ha

約247ha

約126ha

建築物の高さ（地盤面か
らの高さによる。以下同
じ。）の最高限度は13
ｍとする。

建築物の高さの最高限度
は15ｍとする。

　
①
地
区
計
画
等
の
区
域
内
の

建
築
物

　
②
既
存
不
適
格
建
築
物
で
大

規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模

の
模
様
替
を
行
う
建
築
物

　
③
町
長
が
公
益
上
や
む
を
得

な
い
と
認
め
、
又
は
周
囲

の
状
況
に
よ
り
都
市
計
画

上
支
障
が
な
い
と
認
め
、

大
磯
町
都
市
計
画
審
議
会

の
議
を
経
て
許
可
し
た
建

築
物

【
指
定
原
案
】
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
　
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地

域
、
第
一
種
住
居
地
域
及
び
第

二
種
住
居
地
域
の
約
286
ha
を
新

た
に
指
定
し
ま
す
。

２
　
位
置
及
び
区
域
は
、
原
案
図

の
と
お
り
で
す
。

■
指
定
方
針
等

　
市
街
地
に
お
け
る
火
災
の
危
険
を

防
ぎ
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
災
害

に
強
い
安
全
な
都
市
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
原
則
と
し
て
工
業
系
用
途

地
域
を
除
く
区
域
の
う
ち
、
建
ぺ
い

率
60
％
以
上
で
、
か
つ
、
容
積
率
200

％
以
上
の
区
域
に
つ
い
て
指
定
を
し

ま
す
。
た
だ
し
、
準
工
業
地
域
に
つ

い
て
は
、
土
地
利
用
の
実
態
上
特
に

必
要
の
あ
る
区
域
に
つ
い
て
指
定
を

し
ま
す
。

　■
準
防
火
地
域
内
の
構
造
制
限

　
準
防
火
地
域
内
の
建
築
物
は
、
一

定
の
も
の
に
つ
い
て
、
耐
火
建
築
物

又
は
準
耐
火
建
築
物
あ
る
い
は
防
火

構
造
に
す
る
な
ど
、
防
火
上
の
観
点

か
ら
次
の
制
限
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
ペ
ー
ジ
）

 

準
防
火
地
域
の

　
　
　
　
　
区
域
の
拡
大

■
準
防
火
地
域
と
は

　
準
防
火
地
域
は
、
市
街
地
に
お
け

る
火
災
の
危
険
を
防
除
す
る
た
め
定

め
る
地
域
で
す
。

■
区
域
の
拡
大
の
必
要
性

　
現
在
、
近
隣
商
業
地
域
に
準
防
火

地
域
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
街

地
に
は
低
層
の
木
造
建
築
物
等
が
連

続
し
て
建
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都

市
の
防
災
機
能
の
向
上
の
た
め
区
域

の
拡
大
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

都市計画特集



準防火地域指定原案図

用途地域　凡　例
建ぺい率
（％）

容積率
（％）

第一種低層住居専用地域

第一種中高層住居専用地域

第一種住居地域

第二種住居地域

近隣商業地域

準工業地域

工業地域 60 200

60 200

80 200

60 200

60 200

60 200

50 100

面積（ha） 対象用途地域

準防火地域

面積（ha）高さ（m）

約126 13 第一種中高層住居専用地域

約247 15

対象用途地域

高度地区

（最高限第1種）

高度地区

（最高限第2種）

第一種住居地域、第二種住居地域、

近隣商業地域、準工業地域、工業地域

約286
第一種中高層住居専用地域、第一種住居地域、

第二種住居地域

指定原案　凡　例

指定原案　凡　例

10

規　模

階　　　数

延 べ 面 積

（階数にかかわらず）

1,500㎡を超え

るもの

地階を除く階数
が4以上のもの

500㎡を超え、1,500㎡以下のもの

地階を除く階数が3のもの。ただし、

防火上必要な政令で定める技術的基

準に適合する建築物は除く

左記以外の木造建築物等の外壁及び軒裏で

延焼のおそれのある部分

左記以外の木造建築物等に附属する高さ2

ｍを超える門又は塀で延焼のおそれのある

部分

構　造
耐火建築物 耐火建築物又は準耐火建築物

防火構造

不燃材料で造るか覆う

■ 準防火地域内の構造制限



高度地区・準
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意
見
募
集

 

　
高
度
地
区
と
準
防
火
地
域
の
指
定

原
案
へ
の
ご
意
見
の
提
出
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

■
意
見
書
提
出
者
の
資
格

　
意
見
書
を
提
出
で
き
る
方
は
、
町

民
及
び
利
害
関
係
者
（
町
内
の
土
地

又
は
建
物
に
法
律
上
の
利
害
関
係
を

有
す
る
方
、
町
内
に
在
勤
の
方
等
）

で
、
法
人
を
含
み
ま
す
。

■
意
見
書
の
提
出

　
意
見
は
、
意
見
の
内
容
及
び
住
所
・

氏
名
等
を
記
載
し
た
「
意
見
書
」
に

よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
意
見
書
」の
用
紙
は
都
市
整
備

部
ま
ち
づ
く
り
課
に
あ
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

印
刷
で
き
ま
す
。

※
「
意
見
書
」の
案
件
名
は
、「
大
磯

都
市
計
画
高
度
地
区
の
決
定
」又

は「
大
磯
都
市
計
画
準
防
火
地
域

の
変
更
」と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、

こ
れ
に
対
す
る
町
の
考
え
方
と
と

も
に
整
理
し
た
う
え
で
、
公
表
し

ま
す
。
た
だ
し
、
個
々
の
ご
意
見

に
直
接
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
、あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

説
明
会
と
縦
覧

　
高
度
地
区
と
準
防
火
地
域
の
指
定

原
案
に
つ
い
て
の
説
明
会
と
縦
覧
を

下
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

〒
２
５
５
ー
８
５
５
５
　

大
磯
町
東
小
磯
１
８
３

大
磯
町
都
市
整
備
部

ま
ち
づ
く
り
課

平
成
15
年
10
月
１
日（
水
）

〜
10
月
29
日（
水
）

※
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、

提
出
期
間
内
必
着
で
す
。

提出期間 意見書の
提  出  先

月　　日 時　　間 場　　所

10月 9日（木） 19：00～
　　20：30

保健センター
　　2階研修室

10月10日（金） 19：00～
　　20：30

国府支所
　　2階会議室

10月11日（土） 10：00～
　　11：30

国府支所
　　2階会議室

10月12日（日） 10：00～
　　11：30

保健センター
　　2階研修室

■ 説明会日程

月　　日 時　　間 場　　所

10月 1 日（水）から

10月29日（水）まで

（土、日、祝日を除く）

8：30～17：00 役場2階まちづくり課

■ 縦覧日程
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【
高
度
地
区
に
係
る
公
聴
会
】

平
成
15
年
11
月
15
日（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午

【
準
防
火
地
域
に
係
る
公
聴
会
】

平
成
15
年
11
月
15
日（
土
）

午
後
１
時
〜
３
時

大
磯
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
さ
ざ
れ
石

大
磯
町
大
磯
１
３
５
２
ー

１

場　所 日　時
 

公
聴
会
の
開
催

 

　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
き
す
る

た
め
、
次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時
及
び
場
所

　
公
聴
会
の
日
時
及
び
場
所
は
次
の

と
お
り
で
す
。

※
公
述
人
の
人
数
に
よ
っ
て
は
、
終

了
時
間
が
早
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
公
述
人
の
資
格

　
公
述
で
き
る
方
は
、
町
民
及
び
利

害
関
係
者（
町
内
の
土
地
又
は
建
物

に
法
律
上
の
利
害
関
係
を
有
す
る
方
、

町
内
に
在
勤
の
方
等
）で
、
法
人
を

含
み
ま
す
。

■
公
述
申
出

　
公
述
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
意
見

の
要
旨
及
び
住
所
・
氏
名
等
を
記
載

し
た
「
公
述
申
出
書
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※「
公
述
申
出
書
」の
用
紙
は
、都
市

整
備
部
ま
ち
づ
く
り
課
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で

き
ま
す
。

※「
公
述
申
出
書
」の
案
件
名
は
、「
大

磯
都
市
計
画
高
度
地
区
の
決
定
」

又
は「
大
磯
都
市
計
画
準
防
火
地

域
の
変
更
」と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
公
述
人
の
決
定

　
公
述
人
は
10
人
程
度
と
し
、
申
出

さ
れ
た
方
か
ら
決
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
決
定
の
結
果
は
、
公
述
の

申
出
を
さ
れ
た
方
に
そ
れ
ぞ
れ
通
知

し
ま
す
。

■
公
聴
会
の
傍
聴

　
公
聴
会
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、当
日
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。た
だ
し
、満
員
の
場
合
は
、傍
聴
を

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
公
聴
会
を
開
催
し
な
い
場
合

　
公
述
の
申
出
が
な
か
っ
た
場
合
は
、

公
聴
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。
そ
の
場

合
は
、
掲
示
等
に
よ
る
周
知
を
行
い

ま
す
。

〒
２
５
５
ー
８
５
５
５
　

大
磯
町
東
小
磯
１
８
３

大
磯
町
都
市
整
備
部

ま
ち
づ
く
り
課

平
成
15
年
10
月
１
日（
水
）

〜
10
月
22
日（
水
）

※
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、

申
出
期
間
内
必
着
で
す

申出期間 公述申出
書の提出先

手
続
き
の
流
れ

住　　民　　の　　意　　見　　等

平
成
15
年
6
月

指
定
の
考
え
方

意
見
交
換
会

意
見
募
集

平
成
15
年
10
月

指
定
原
案

住
民
説
明
会

意
見
募
集

平
成
15
年
11
月

公
聴
会

（
公
述
の
申
出
が
あ
っ

た
場
合
）

平
成
16
年
2
月
頃

指
定
案

住
民
説
明
会

意
見
募
集

平
成
16
年
4
月
頃

県
知
事
の
同
意

都
市
計
画
決
定
・
告
示

平
成
16
年
3
月
頃

都
市
計
画
審
議
会

▼
建
ぺ
い
率
　

　
建
築
物
の
建
築
面
積
の
敷
地
面

積
に
対
す
る
割
合
を
い
い
ま
す
。

例
え
ば
、
敷
地
面
積
が
100
㎡
の

土
地
に
建
築
面
積
40
㎡
の
建
築

物
を
建
て
る
場
合
、
建
ぺ
い
率

は
40
％
と
な
り
ま
す
。

▼
容
積
率

　
建
築
物
の
延
べ
面
積
（
建
物
の

各
階
の
床
面
積
の
合
計
）
の
敷

地
面
積
に
対
す
る
割
合
を
い
い

ま
す
。
例
え
ば
、
敷
地
面
積
が

100
㎡
の
土
地
に
各
階
の
床
面
積

が
50
㎡
の
2
階
建
の
建
築
物
を

建
て
る
場
合
、
延
べ
面
積
は
100

㎡
と
な
り
、
容
積
率
は
100
％
と

な
り
ま
す
。

▼
耐
火
建
築
物
　

　
主
要
構
造
部
が
耐
火
構
造
で
あ

る
こ
と
、
又
は
火
災
が
終
了
す

る
ま
で
耐
え
る
こ
と
に
関
し
て

政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に

適
合
す
る
も
の
で
、
外
壁
の
開

口
部
で
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る

部
分
に
、
防
火
戸
そ
の
他
の
政

令
で
定
め
る
防
火
設
備
を
設
け

た
も
の
で
す
。

▼
準
耐
火
建
築
物

　
耐
火
建
築
物
以
外
の
建
築
物
で
、

主
要
構
造
部
を
準
耐
火
構
造
と

し
た
も
の
、
又
は
同
等
の
準
耐

火
性
能
を
有
す
る
も
の
と
し
て

主
要
構
造
部
の
防
火
の
措
置
そ

の
他
の
事
項
に
つ
い
て
政
令
で

定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す

る
も
の
で
、
外
壁
の
開
口
部
で

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に

防
火
設
備
を
有
す
る
も
の
で
す
。

▼
防
火
構
造

　
建
築
物
の
外
壁
又
は
軒
裏
の
構

造
の
う
ち
、
防
火
性
能
に
関
し

て
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準

に
適
合
す
る
鉄
網
モ
ル
タ
ル
塗
、

し
っ
く
い
塗
そ
の
他
の
構
造
で
、

国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造

方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土

交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も

の
で
す
。

▼
不
燃
材
料

　
建
築
材
料
の
う
ち
、
不
燃
性
能

に
関
し
て
政
令
で
定
め
る
技
術

的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
、

国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
も
の

又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を

受
け
た
も
の
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
部
ま
ち
づ
く
り
課

　
〒
２
５
５
ー
８
５
５
５
　

　
　
大
磯
町
東
小
磯
１
８
３

1
０
４
６
３（
61
）４
１
０
０

　
内
線
２
４
３

用
語
の
解
説

都市計画特集
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 國　谷　外　科　医　院 61-0238
 グリーン内科クリニック 60-3131
 相良内科クリニック 61-0378
 湘南大磯クリニック 61-3109
 西　　村　　医　　院 61-0615
 ひ よ こ ク リ ニ ッ ク 61-7963
 松　　橋　　医　　院 71-0522
 簑　　島　　医　　院 71-0184
 森　田　内　科　医　院 61-8887
 山　　田　　医　　院 61-1625
 脇　　　医　　　院 61-0829
 東 海 大 学 大 磯 病 院 72-3211

インフルエンザ予防接種
指定医療機関一覧表

生
活
習
慣
病
の
芽

〜
身
体
の
シ
グ
ナ
ル
を

　
　
　 

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
〜

　
昨
年
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
た

人
は
全
国
で
お
よ
そ
２
８
３
万
人
、

そ
の
う
ち
異
常
が
あ
っ
た
人
は
30

代
で
は
３
人
に
２
人
、
50
代
以
上

で
は
10
人
に
９
人
だ
そ
う
で
す
。

見
つ
か
っ
た
異
常
所
見
の
特
徴
と

し
て
、
若
い
男
性
の
肥
満
傾
向
と

若
い
女
性
の
痩
せ
と
貧
血
、
ど
の

年
代
に
も
み
ら
れ
る
高
脂
血
症
等

の
生
活
習
慣
病
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
の
基
本
健
康
診
査
で
も
、
10

代
で
は
10
人
に
４
人
、
50
代
で
は

10
人
に
８
人
、
60
代
以
上
で
は
10

人
に
９
人
が
何
ら
か
の
所
見
を
持

ち
、
注
意
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
朝
食
抜
き
の
出
勤
、
脂
肪
分
の

多
い
食
事
、
遅
い
夕
食
、
運
動
不

足
等
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
思
い
当

た
る
生
活
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

隠
れ
肥
満
（
内
臓
脂
肪
型
肥
満
）

　
あ
な
た
の
”ウ
エ
ス
ト（㎝
）÷
ヒ
ッ

プ（㎝
）“
を
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
値
が
、
男
性
で
1.0
以
上
、
女

性
で
0.8
以
上
な
ら
、
隠
れ
肥
満（
内

臓
脂
肪
型
肥
満
）
が
疑
わ
れ
ま
す
。

内
臓
脂
肪
は
内
臓
の
周
り
に
付
く

脂
肪
の
こ
と
。
特
に
男
性
や
中
高

年
の
女
性
に
多
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
最
近
で
は
若
年
層
の
女

性
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
内
臓
脂
肪

型
の
肥
満
は
、
皮
下
脂
肪
型
の
肥

満
に
比
べ
深
刻
で
、
生
活
習
慣
病

に
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

貧
血
の
シ
グ
ナ
ル

　
立
ち
く
ら
み
や
、
息
切
れ
、
疲

れ
や
す
い
等
の
症
状
の
他
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
等
の
急
な
上
昇
時
に
耳

が
ツ
ー
ン
と
し
て
く
る
・
乗
り
物

酔
い
・
ご
飯
を
食
べ
た
後
眠
く
な

る
・
脈
拍
と
同
じ
リ
ズ
ム
で
痛
く

な
る
偏
頭
痛
・
暖
か
く
て
も
出
来

る
し
も
や
け
・
生
理
不
順
・
便
秘

な
ど
も
貧
血
か
ら
の
シ
グ
ナ
ル
の

場
合
が
あ
り
ま
す
。

予
防
と
解
決
策
の
ヒ
ン
ト

　
食
事
の
注
意
…
植
物
性
の
タ
ン

パ
ク
質
は
し
っ
か
り
摂
り
ま
し
ょ

う
（
脂
肪
を
燃
や
す
た
め
に
必
要

な
筋
肉
を
つ
け
る
）。
国
民
栄
養
調

査
で
は
脂
肪
分
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

摂
取
が
平
均
25
％
を
越
え
、
上
昇

し
て
い
ま
す
。
甘
い
物
や
油
脂
分

を
控
え
、
ご
飯
を
中
心
の
主
食
を

し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。
過
食

を
防
ぐ
た
め
、
20
分
か
ら
30
分
か

け
て
ゆ
っ
く
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
運
動
の
心
得
…
減
量
の
た
め
に

は
１
日
１
万
歩
以
上
歩
き
ま
し
ょ

う
。
週
に
３
〜
４
日
は
20
分
以
上

の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
等
運
動
を
し
ま

し
ょ
う
。
少
し
の
時
間
で
そ
の
場

で
出
来
る
筋
肉
運
動
も
試
み
て
み

ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
介
護
課
　
下
澤

　
1
内
線
３
０
６

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す 

103

　
町
で
は
65
歳
以
上
の
人
、
又
は
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
55
歳

以
上
65
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
す
る

冬
季
を
前
に
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す
。

　
予
防
接
種
は
、
希
望
制
で
す
の
で
、

個
別
通
知
は
し
ま
せ
ん
。
希
望
者
は
、

指
定
医
療
機
関
に
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。な
お
、予
診
票
は
予
約
を
し
た
各

医
療
機
関
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
期
間

　
11
月
１
日
〜
12
月
27
日

　
年
末
の
開
院
状
況
に
つ
い
て
は
、

各
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
　

　
①
65
歳
以
上
の
人

　
②
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
55
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

▼
費
用
　
１
，０
０
０
円
　

※
接
種
を
受
け
る
医
療
機
関
に
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
65
歳
以
上
で
生
活
保
護
法

に
よ
る
被
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る

人
は
、
接
種
費
用
が
免
除
と
な
り
ま

す
の
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
予
約
前
に
役
場
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
回
数
　
接
種
期
間
中
に
１
回

▼
持
ち
物
　
健
康
保
険
証
・
老
人
保

健
医
療
受
給
者
証
・
健
康
手
帳

※
注
意
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

す
る
と
予
想
さ
れ
る
年
は
、
多
く
の

方
が
予
防
接
種
を
受
け
る
の
で
全
国

的
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
が

不
足
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
は
接
種
期
間
内
で
あ
っ
て
も

接
種
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず

各
医
療
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
介
護
課
　
1
内
線
３
０
９

　
町
民
課
　
1
内
線
２
４
７
・２
７
４

✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜✜

　
勤
務
先
等
で
定
期
健
康
診
断
を
受

け
る
機
会
の
な
い
町
民
の
方
を
対
象

に
生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
、
高
脂
血

症
、
糖
尿
病
等
）
や
循
環
器
系
疾
患

の
早
期
発
見
の
た
め
に
循
環
器
健
康

診
査
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き
　
11
月
27
日（
木
）

　
午
前
９
時
〜
11
時

　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
・
定
員
　
20
歳
以
上
40
歳
未

満
、
午
前
・
午
後
各
80
人

▼
内
容
　
診
察
、
身
体
測
定
、
血
圧
、

尿
検
査
、
血
液
検
査
、
眼
底
検
査
、

心
電
図

▼
費
用
　
１
，０
０
０
円

▼
受
付
　
10
月
14
日（
火
）か
ら

※
健
診
中
の
保
育
あ
り
（
要
予
約
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
子
育
て
介
護
課
　
1
内
線
３
０
９

，

，

“
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人
と
人
と
の
「
ふ
れ
あ
い
」
を
テ
ー

マ
に
、
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
贈
答
品

や
手
作
り
の
も
の
な
ど
を
持
ち
寄
っ

て
出
店
し
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
消

費
生
活
展
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
　
10
月
５
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

　
雨
天
の
場
合
は
10
月
12
日（
日
）に

延
期

▼
と
こ
ろ
　
役
場
本
庁
舎
駐
車
場

◎
問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　（
経
済
観
光
課
内
）1
内
線
２
６
４

◎
問
い
合
わ
せ

　
地
域
協
働
課
　
1
内
線
２
３
７

　
古
本
市
で
お
気
に
入
り
の
本
を
み
つ

け
、楽
し
い
催
し
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
　
10
月
18
日（
土
）〜
19
日 

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館

▼
内
容

　
18
日
…
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

　
19
日
…
古
本
市
（
入
場
料
制
）
・

　
　
　
紙
魚
つ
り
な
ど

＊
車
で
の
ご
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
図
書
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
図
書
館
内
）
1（
61
）３
０
０
２

　
旧
東
海
道
を
舞
台
に
江
戸
時
代

の
宿
場
町
が
華
や
か
に
再
現
さ
れ
、

街
道
市
、
街
道
茶
屋
、
伝
統
芸
能

や
旅
装
束
競
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
と
き
　
11
月
２
日（
日
）

▼
と
こ
ろ
　
山
王
町
旧
東
海
道
松

並
木

◎
問
い
合
わ
せ

　
大
磯
宿
場
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
1（
61
）０
８
７
１

第
12
回
大
磯
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

●タイムスケジュール●

10：30～10：45

13：15～13：45

14：00～15：00

国府太鼓

人形劇

精神科医講演会「心の病について」
講師　神奈川県精神保健福祉センター　
矢花辰夫さん

①巡回バス利用（町役場から会場まで２回往復運行）
　町役場出発時間　10：00発　13：00発
②神奈中バス利用（ＪＲ大磯駅からバス６分。系
統磯01・磯14の馬場・大磯住宅経由二宮駅北口
行き「城の下バス」停下車すぐ）

＊駐車場が少ないためバスをご利用ください。

●交　　通●

　町内の障害福祉関係者が集まり、地域との交流と障害に
対する理解増進のため、「横溝記念まつり」を開催します。
　障害者の作品発表や障害者福祉活動の展示のほか、
バザーや高齢者や子どもたちも楽しめる体験コーナー
もありますので、ぜひご来場ください。
Eと　き　10月19日（日）　午前10時～午後４時
Eところ　横溝千鶴子記念障害福祉センター『すばる』
E内　容　○作品発表・活動展示

○バザー、パン販売等
○人形劇、大道芸、国府太鼓
○体験コーナー（はた織、太極拳、車椅子等体験）

E主　催　横溝記念まつり実行委員会

◎問い合わせ　障害福祉センター　1（73）４５３０

■ 

消
費
生
活
展

　
消
費
者
団
体
の
各
グ
ル
ー
プ
が
、

消
費
生
活
全
般
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
し
た
成
果
の
発
表
の
場
と
し
て
パ

ネ
ル
展
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
設
計
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
生
活
設
計
や
金
融
経
済
に
関
す

る
パ
ネ
ル
展
示
や
パ
ネ
ル
ク
イ
ズ
を

実
施
し
ま
す
。

　
当
日
は
臨
時
の
消
費
生
活
相
談
窓

口
も
開
設
し
、
悪
質
商
法
に
関
す
る

ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

▲昨年のふれあいまつり



  本　館 国府分館 合　計

 貸出冊数（図書・雑誌） 120,917 37,726 158,643

 貸出点数（ＣＤ・カセットテープ） 13,120 1,041 14,161

 蔵書冊数（図書） 180,243 19,294 199,537

 所蔵点数（視聴覚資料） 7,892 530 8,422

 利用券登録者（全館・累計） ―― ――― 20,688

 予約・リクエスト受付件数 3,918 2,479 6,397

15

　　
　
　

　
こ
の
た
び
馬
場
地
区
の
投
票
所
と

し
て
横
溝
千
鶴
子
記
念
障
害
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
投
票
所
を
設
け
、
第
10
投

票
所
と
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
地
区
有
権
者
約

２
，０
０
０
人
が
利
用
す
る
こ
と
に

な
り
、
第
８
投
票
所
（
国
府
支
所
）

の
混
雑
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

今
後
の
選
挙
で
は
、
馬
場
地
区
の
方

は
こ
ち
ら
が
投
票
所
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
選
挙
期
間
中
は
一
般
の
方

の
セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
制
限
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会

　
1
内
線
２
２
８

平成14年度図書館利用状況

　
平
成
11
年
10
月
１
日
か
ら
４
年
間
、

教
育
委
員
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
細
谷
京
子
さ
ん
が
９
月
30
日
付
け

で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
10
月
１
日
付
け
で

澤
愛
子
さ
ん
（
東
小
磯
）
が
、
新
た

に
教
育
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。
今

後
の
ご
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課

　
1
内
線
３
２
２

教
育
委
員
に
澤  

愛
子
さ
ん
が
就
任

　
皆
さ
ん
が
、
ご
使
用
に
な
っ

て
い
る
被
保
険
者
証
が
10
月
１

日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。
一

般
被
保
険
者
証
の
色
は「
ク
リ
ー

ム
」か
ら
「
グ
リ
ー
ン
」
に
、
退
職

被
保
険
者
証
の
色
は「
き
み
ど
り
」

か
ら
「
ピ
ン
ク
」に
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
は
９
月

中
に
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
届
い
て
い
な
い
場
合
に
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
期
限
切
れ
の
被
保
険

者
証
は
、
10
月
１
日
以
後
は
使

用
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
役
場
１

階
町
民
課
ま
た
は
、
国
府
支
所

へ
必
ず
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課

　
1
内
線
２
７
４
・
２
４
７

児
童
書
の
貸
出
が
ふ
え
ま
し
た

〜
「
図
書
館
年
報
」
速
報
〜

　「
平
成
14
年
度
図
書
館
年
報
」

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
貸
出
は
、

児
童
書
が
本
館
で
22
％
増
加
、

分
館
で
20
％
も
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
４
月
か
ら
開
始

し
た
”読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー“
の

影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
書
も
全
体
で
５

％
増
加
し
、
リ
ク
エ
ス
ト
件
数

も
増
加
す
る
な
ど
、
全
般
的
に

図
書
館
が
活
気
づ
い
た
よ
う
で
す
。

詳
細
は
図
書
館
年
報
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
二
回
裂
画
展

　
佐
藤
き
ぬ
江

○
と
き
　
10
月
11
日（
土
）〜
11
月

９
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
６

時
50
分
、
土
・
日
・
祝
日
は

午
後
４
時
50
分
ま
で
、
最
終

日
は
午
後
３
時
ま
で

○
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
二
階

○
内
容
　
古
い
布
の
特
性
を
生

か
し
た
創
作
作
品

◎
問
い
合
わ
せ

　
佐
藤
　
1（
61
）５
７
４
７

祝
日
開
館
し
ま
す

10
月
13
日（
月
）午
前
10
時
〜
午
後

５
時（
た
だ
し
10
月
14
日
は
休
館
）

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
図
書
館
　
1（
61
）３
０
０
２

き
れ
が

図

書

館

ミ

ニ

だ

よ

り

馬
場
地
区
に

　
　
投
票
所
を
新
設

“

”

，
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料
理
講
習
会

　①
塩
分
を
減
ら
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
づ
く
り
の
講
習
会

▼
と
き
　
１０
月
１４
日（
火
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

▼
締
め
切
り
　
１０
月
６
日（
月
）

②
よ
い
食
生
活
を
す
す
め
る
た
め
の

お
料
理
講
習
会

▼
と
き
　
１０
月
３０
日（
木
）
　
　
　

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

▼
締
め
切
り
　
１０
月
２０
日（
月
）

①
②
共
通

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
　
象
　
成
人
男
女
３０
名

▼
費
　
用
　
５
０
０
円

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

▼
主
　
催
　
大
磯
町
食
生
活
改
推

　
　
　
　
　
　
進
団
体
（
マ
マ
の
会
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

①
宍
戸
　
1（
７１
）２
９
８
６

②
新
見
　
1（
６１
）９
３
０
０

　
関
野
　
1（
６１
）１
３
６
１

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　　
こ
こ
ろ
の
悩
み
、
ひ
き
こ
も
り
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
な
ど
で
困
っ
て
い

る
人
や
そ
の
家
族
の
相
談
を
精
神
科

医
が
お
受
け
し
ま
す
。
訪
問
も
い
た

し
ま
す
。

▼
と
き
　
１０
月
１
日（
水
）、１５
日（
水
）、

３０
日（
木
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
４５
分
（
各

　
４５
分
）

▼
と
こ
ろ
　
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所

　
1（
３２
）０
１
３
０

 

心
ほ
ぐ
し
・
か
ら
だ
ほ
ぐ
し
の
教
室

　
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
や
気
功
を
取
り

入
れ
た
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
体
験

教
室
で
す
。

▼
と
き
　
１０
月
２４
日（
金
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
　
２０
名

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　

　
子
育
て
介
護
課
　
1
内
線
３
０
８

 

基
本
健
康
診
査
後
の

 

　
　
　
　
予
約
健
康
相
談

　
基
本
健
康
診
査
を
受
け
た
結
果
の

見
方
や
生
活
・
食
事
の
見
直
し
な
ど

を
考
え
て
い
る
人
に
栄
養
士
と
保
健

師
が
個
別
に
健
康
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

▼
と
き
　
１１
月
６
日（
木
）、１４
日（
金
）、

１８
日（
火
）、２８
日（
金
）

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　

　
子
育
て
介
護
課
　
1
内
線
３
０
８

 

お
お
い
そ
健
康
ウ
オ
ー
ク

 

七
国
峠
・
び
わ
青
少
年
の
家

 

周
辺
を
散
策
し
ま
し
ょ
う

▼
と
き
　
１０
月
２２
日（
水
）

　
午
前
９
時
３０
分
国
府
支
所
集
合

　
午
後
３
時
３０
分
解
散
予
定

▼
コ
ー
ス
　
支
所
↓
石
神
台
↓
正
泉

寺
↓
び
わ
青
少
年
の
家
↓
湖
畔
亭

↓
支
所

▼
持
ち
物
　
お
弁
当
・
水
筒
・
タ
オ

　
ル
・
保
険
証
（
写
し
可
）

▼
費
用
　
１
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
子
育
て
介
護
課
　
1
内
線
３
０
８

　
年
金
制
度
に
関
す
る
こ
と
を
詳
し

く
知
り
た
い
人
の
た
め
に
年
金
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
に
は
社
会
保

険
事
務
所
の
職
員
が
応
じ
ま
す
。
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
や
、
も
し
も
の

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
な
ど
が
受
給

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
年
金
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
年
金
を
払
い
忘
れ
て
い
る

人
の
た
め
に
、
過
年
度
の
年
金
保
険

料
の
支
払
い
が
で
き
る
集
合
徴
収
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き

　
10
月
21
日（
火
）午
前
10
時
〜
午
後

３
時（
年
金
相
談
の
み
）

　
10
月
22
日（
水
）午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時（
年
金
相
談
と
集
合
徴
収
）

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
持
ち
物

　
年
金
手
帳
、
印
鑑
等

◎
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課
　
1
内
線
２
７
５

　
平
塚
社
会
保
険
事
務
所
　

　
1（
22
）１
５
１
５

　
大
磯
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ

く
ま
ち
づ
く
り
団
体
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
る
「
大
磯
ま
ち
づ
く
り
会
議
」

の
主
催
に
よ
る
大
磯
こ
ど
も
ま
ち
づ

く
り
会
議
が
８
月
30
日
（
土
）
に
開

か
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
小
・
中
学
生
と
高
校
生
の

18
名
が
参
加
し
、午
前
中
は「
お
お
い

そ
再
発
見
」を
テ
ー
マ
に
み
か
ん
園

や
牧
場
で
農
業
体
験
な
ど
を
行
い
、

午
後
は「
こ
ん
な
町
が
い
い
よ
、大
磯

は
」を
テ
ー
マ
に
町
議
会
議
場
に
お

い
て
、町
長
を
は
じ
め
関
係
団
体
役

員
が
出
席
し
て
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
率
直

な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
、
活
気
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
大
磯
町
の
将
来
を
担
っ

て
い
く
子
ど
も
た
ち
か
ら
出
さ
れ
た

こ
れ
ら
の
意
見
や
要
望
に
つ
い
て
、

総
合
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画

策
定
の
参
考
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
ま
ち
づ
く
り
課
　
1
内
線
２
４
３

こ
ど
も
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
会
議
が
開
催

年
金
相
談
と
集
合
徴
収
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水
源
環
境
の
保
全
・

 
　
再
生
に
向
け
た
県
民
集
会

　
水
源
環
境
を
保
全
・
再
生
す
る
た

め
の
施
策
や
そ
の
た
め
の
費
用
負
担

な
ど
、
将
来
の
「
か
な
が
わ
の
水
源

環
境
」
に
つ
い
て
、
住
民
と
行
政
と

ま
た
、
住
民
同
士
で
議
論
を
し
ま
せ

ん
か
。

▼
と
き
　
１０
月
２３
日（
木
）
　

　
午
後
６
時
〜
８
時

▼
と
こ
ろ
　
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ

ザ
（
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
１１
階
）

◎
問
い
合
わ
せ

　
平
塚
県
税
事
務
所

　
1（
２２
）２
７
１
１

 

「
海
の
教
室
」

 

ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ

　
照
ヶ
崎
海
岸
と
北
浜
海
岸
で
漂
着

物
を
探
し
ま
す
。
漂
着
物
を
と
お
し

て
海
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
　
１０
月
２５
日（
土
）

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

▼
と
こ
ろ
　
照
ヶ
崎
プ
ー
ル
前

▼
持
ち
物
　
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
軍
手

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
郷
土
資
料
館
　
1（
６１
）４
７
０
０

 

女
性
の
健
康
相
談

　
女
性
な
ら
で
は
の
病
気
や
か
ら
だ

に
つ
い
て
、
心
配
や
悩
み
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
産
婦
人
科
医
師
が
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

▼
と
き
　
１０
月
１６
日（
木
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

▼
と
こ
ろ
　
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所

　
1（
３２
）０
１
３
０

 

町
民
会
議
「
標
語
募
集
」

　
大
磯
の
教
育
を
推
進
す
る
町
民
会

議
で
は
、
発
足
２０
周
年
を
記
念
し
て

新
た
に
標
語
を
募
集
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
　
明
る
い
家
庭
・
住
み
よ

い
町
・
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
・
地

域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
・
共
に
生

き
る
等
を
表
現
し
た
標
語
（
川
柳
・

俳
句
調
の
も
の
も
可
）

▼
応
募
方
法
　

　
〒
２
５
５
ー

０
０
０
３

　
大
磯
町
大
磯
２
１
２
１

　
町
民
会
議
代
表
　
飯
田
善
雄
宛
　

　
ま
た
は
、　
作
品
を
直
接
、
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
へ

▼
応
募
点
数
　
一
人
３
点
以
内
、
未

発
表
の
作
品
に
限
る

▼
締
め
切
り
　
１０
月
２０
日（
月
）
　

▼
入
選
発
表
　
１２
月
上
旬
入
賞
者
に

通
知
、
平
成
１６
年
１
月
３１
日（
土
）

２０
周
年
記
念
町
民
の
つ
ど
い
の
席

上
で
表
彰

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
生
涯
学
習
課
　
1
内
線
３
２
３

 

開
館
１５
周
年
記
念

 

　
　
考
古
資
料
展

　
大
磯
町
内
の
発
掘
調
査
等
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
資
料
を
写
真
パ
ネ
ル
と

と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

　
比
較
資
料
と
し
て
他
地
域
で
の
調

査
に
よ
る
資
料
も
併
せ
て
展
示
し
ま

す
。

▼
と
き
　
１０
月
１８
日（
土
）〜
１２
月
２１

　
日（
日
）

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
資
料
館

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
郷
土
資
料
館
　
1（
６１
）４
７
０
０

 

行
政
相
談
週
間

 

　
　
　
10
月
20
日
〜
26
日

　
国
政
へ
の
苦
情
や
意
見
要
望
を
行

政
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

▼
行
政
相
談
委
員
（
順
不
同
敬
称
略
）

　
内
田
も
と
子
《
大
磯
１
７
２
０
》

　
1（
６１
）２
７
１
１

 

　
湯
口
敏
昭
《
国
府
新
宿
７
６
７
》

　
1（
７１
）０
８
８
６

※
今
月
の
行
政
相
談
は
、
１９
ペ
ー
ジ

の
「
相
談
の
ご
案
内
」
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
総
務
省
神
奈
川
行
政
評
価
事
務
所

1
０
４
５
（
６
８
１
）
１
１
０
０

　
地
域
協
働
課
　
1
内
線
２
３
７

 

教
育
懇
談
会
の
お
知
ら
せ

 

「
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ
く
り
」

　「
子
ど
も
た
ち
の
心
を
見
つ
め
て
」

と
い
う
サ
ブ
テ
ー
マ
の
も
と
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
講

話
と
話
し
合
い
を
し
ま
す
。

▼
と
き
　
１１
月
８
日（
土
）
　
　
　

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

▼
と
こ
ろ
　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

▼
主
催
　
中
地
区
教
職
員
組
合

◎
問
い
合
わ
せ

　
大
磯
小
学
校

　
渡
部
　
1（
６１
）０
１
４
０

 

暮
ら
し
の
講
座

 

　
「
生
活
設
計
の
す
す
め
！
」

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
「
お
金
」

は
切
っ
て
も
き
れ
な
い
関
係
に
あ
り

ま
す
。
金
融
商
品
（
保
険
・
証
券
・

預
貯
金
）
の
特
徴
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

で
、
自
分
の
よ
り
よ
い
生
活
設
計
に

結
び
付
け
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
　
１０
月
２９
日（
水
）午
前
１０
時

〜
正
午

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

和
田
幸
世
さ
ん

▼
定
員
　
５０
名
（
先
着
順
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
地
域
協
働
課
　
1
内
線
２
３
７

 

お
お
い
そ
美
術
展

　
文
化
祭
出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
作
品
　
絵
画(

２０
号
ま
で)

写

真(

全
紙
ま
で)

、
書
、
造
形
な
ど

▼
対
象
　
町
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
（
団
体
、
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し

て
い
な
い
こ
と
）
一
人
１
点

▼
受
付
期
間
　

　
１０
月
１
日（
水
）〜
２０
日（
月
）

▼
開
催
日
　

　
１１
月
８
日（
土
）午
前
１１
時
〜
午
後

７
時

　
９
日（
日
）午
前
１０
時
〜
午
後
７
時

　
１０
日（
月
）午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

別
館
「
滄
浪
閣
」

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
生
涯
学
習
課
　
1
内
線
３
２
３
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休日当番医は、都合により変更となる
場合がありますので、事前に消防署へ
ご確認ください。
◎問い合わせ
　大磯町消防署　1（61）０９１１
　二宮消防署　1（72）００１５

10月の日程表 休日急患診療 在宅当番医 まず、あなたの主治医の都合を聞いた

上でご利用ください。

　診療時間厳守　・午前９時～12時

　　　　　　　　・午後２時～５時

火事と救急
8月の出動状況

消防車…13件（火災出動1、救助出動3、警戒出動0、その他出動9）
救急車…122件（急病71、交通事故20、一般負傷14、その他17）

と
な
り
ま
ち
情
報

　「太田道灌公鷹狩り行列」と「北条政子日向薬
師参詣行列」では森末慎二さんが道灌に、大西結
花さんが政子に扮し、パレードが行われます。

▼と　き　10月18日（土）午後1時～8時
　　　　　10月19日（日）午前10～8時　
▼ところ　伊勢原駅周辺
※まつりの期間中、会場周辺は通行止めになります。
◎問い合わせ　伊勢原観光道灌まつり実行委員会
（伊勢原市商工観光振興課内）1（94）４７１１

 
初
心
者
写
真
入
門
教
室

　
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
対
象
に
絞
り

と
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
関
係
、
被
写
体
の

構
図
等
基
礎
的
な
写
真
技
術
を
修
得

し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
　
１０
月
２９
日
、
１１
月
５
日
、

１２
日
、
１９
日
、
２６
日
　

　
い
ず
れ
も
水
曜
日
、
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
３０
分

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
町
生
涯
学
習
館

　
た
だ
し
、
５
回
目
は
、
鎌
倉
周
辺

▼
講
師
　
日
本
写
真
作
家
協
会
会
員

　
写
真
家
　
吉
村
英
夫
さ
ん

▼
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者
の
成

人
３０
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
資
料
代
５
０
０
円
、
た

だ
し
、５
回
目
の
交
通
費
は
本
人

負
担

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
生
涯
学
習
館
　
1（
６１
）０
６
７
６

 

か
な
が
わ
防
災
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
３

▼
と
き
　
１０
月
１９
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ
　
県
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
防
災
テ
ン
ト
村
、救
急
体

験
教
室
、消
防
車
・
救
急
車
試
乗
会

◎
問
い
合
わ
せ

　
県
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー

　
1
０
４
６
（
２
２
７
）
０
０
０
１

 

「
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
」

　
パ
ソ
コ
ン
の
初
心
者
を
対
象
に
パ

ソ
コ
ン
の
基
礎
か
ら
メ
ー
ル
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
簡
単
な
文
章
作
成
ま

で
を
学
び
ま
す
。

▼
と
き

【
第
１
回
】
１１
月
５
日（
水
）〜
７

日（
金
）

【
第
２
回
】
平
成
１６
年
１
月
１４
日

（
水
）〜
１６
日（
金
）

　
各
回
と
も
午
後
１
時
３０
分
〜
午
後

４
時

▼
と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
館

▼
資
料
代
　
１
，０
０
０
円

▼
講
師
　
大
磯
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会

▼
対
象
　
町
内
在
住
、
在
勤
の
成
人

各
回
２０
名

▼
申
し
込
み
方
法
　
往
復
は
が
き
に

希
望
回
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
を
、
返
信
に
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
上
、

　
〒
２
５
５
ー
０
０
０
１

　
大
磯
町
高
麗
２
ー
１４
ー
２０

　
生
涯
学
習
館
「
パ
ソ
コ
ン
入
門
講

座
」
係
り
へ
。

▼
締
め
切
り
　
１０
月
２０
日（
月
）

※
抽
選
の
結
果
は
１０
月
２２
日（
水
）発

送
◎
問
い
合
わ
せ
　

　
生
涯
学
習
館
　
1（
６１
）０
６
７
６

 日 曜 当　　番　　医 専　門　科　目 所　　在　　地 電　話

 5 日 湘南大磯クリニック 内 大磯町東小磯35 61－3 1 0 9

 12 日 二見整形外科 整・リハ 二宮町川匂6 43－2 9 2 1

 13 月 加藤クリニック 内・循・小 二宮町百合か丘2－4－1 71－8 4 4 3

 19 日 簑島医院 外・内・消・整 大磯町国府新宿402 71－0 1 8 4

 26 日 ひよこクリニック 小・内・皮 大磯町大磯1654－3 61－7 9 6 3

▼と　き　１０月５日（日）午後１時～４時
▼ところ　平塚駅北口紅谷パールロード（徒歩１分）
▼参加方法　午後０時２０分までに長崎屋前受付
へ。（抽選で１００名）
▼主な参加棋士　王銘　王座、小林光一九段、大竹
英雄名誉碁聖、小林泉美女流本因坊他
◎問い合わせ　平塚市文化財団
　1（３２）２２３７

，
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※ 注 意　　法律相談、住宅修繕相談、心配ごと相談を除く各相談は、いずれも１２時～１３時の間はお休みします。

相談のご案内［10月］

気象情報
8月

最高気温　32.6度　　最低気温　18.8度　　平均気温　26.0度
総 雨 量　257.0mm

相　談　名 相　談　内　容　等 と　　　き と　こ　ろ 問い合わせ

人　権　相　談 家庭内（夫婦・親子・扶養等）、隣近所
とのもめごと、いじめ、体罰等

行　政　相　談
年金・医療保険・登記・道路・行政機
関の窓口の対応など国の行政に対する
苦情・意見・要望等

法律相談（予約制）
相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債
権・債務等、日常生活の中の法律的な
問題

16日（木）
10時～15時

9日（木）
16日（木）
13時～16時

住 宅 修 繕 相 談 住宅の修繕に関するあらゆる相談 9日（木）　
14時～16時

福祉センター
「さざれ石」

※法律相談の予約は
　毎月１日から受付
　けます｡
　（１日が土・日・
　祝日の場合は、翌
　日または翌々日）

消 費 生 活 相 談 
物品、サービス等の契約に関するトラ
ブル、解約手続き、商品や訪問販売に
関する苦情等 

毎週水曜日・金曜日
９時～15時30分
ただし、祝日を除く

役場町民相談室
※二宮町消費生活相談窓
口でも相談できます。
1（70）3163
月・木曜日
　９時30分～15時30分

地域協働課
1内線２３７

心 配 ご と 相 談 人間関係などの日常生活上のさまざま
な悩み、相談

21日（火）
13時～15時30分

福祉センター
「さざれ石｣

社会福祉協議会
1（６１）９３９０  

電 話 教 育 相 談 不登校・いじめ等電話・来所相談
対象･･･園児・児童・生徒と保護者

毎週月曜日～金曜日
９時～16時30分

大磯町立小磯幼稚園内
大磯町適応指導教室 1（６１）８７９５

ヤングテレホン大磯 いじめ・不登校・非行等、電話による相談
対象･･･青少年と保護者

毎週月曜日～金曜日
８時30分～17時 生涯学習課 1内線３２３

 

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▼
と
き
　
１０
月
１３
日（
月
）

　
午
前
９
時
〜

▼
と
こ
ろ
　
国
府
小
学
校
体
育
館

▼
参
加
資
格
　
大
磯
町
在
住
・
在
勤
・

在
学

▼
競
技
規
則
　
平
成
１５
年
度
日
本
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
９
人
制
競
技
規

則
に
よ
る

▼
締
め
切
り
　
１０
月
３
日（
金
）

▼
抽
選
会
及
び
代
表
者
会
議

　
１０
月
６
日
（
月
）
午
後
７
時
〜

　
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
町
体
育
協
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
若
井
　
1（
６１
）５
２
６
５

 
無
料
調
停
相
談

　
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
や
交
通
事
故
、
家

庭
内
の
問
題
で
困
っ
て
い
る
人
は
、

調
停
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
１０
月
８
日（
水
）
　

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

▼
と
こ
ろ
　
平
塚
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

　（
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
11
階
）

◎
問
い
合
わ
せ

　
平
塚
民
事
調
停
協
会
　

　
1（
３１
）０
５
３
１

 

大
磯
混
声
合
唱
団

　
　
　
　
　
定
期
演
奏
会

▼
と
き
　
１０
月
４
日
（
土
）

　
午
後
３
時
開
場
　
３
時
３０
分
開
演

▼
と
こ
ろ
　
二
宮
ラ
デ
ィ
ア
ン

▼
内
容
　
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
・
グ
ロ

リ
ア
、
童
謡
メ
ド
レ
ー
、
歌
曲
名

曲
集

◎
問
い
合
わ
せ

　
石
黒
　
1（
６１
）２
５
８
９

 

日
赤
救
急
法
の
正
規
講
習
会

▼
と
き
　
①
１１
月
８
日（
土
）
②
１１

月
９
日（
日
）
③
１１
月
１５
日（
土
）

④
１１
月
１６
日（
日
）

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ
　
①
②
生
涯
学
習
館

　
③
④
ふ
れ
あ
い
会
館

▼
内
容
　
救
急
法
概
論
、
傷
、
包
帯
、

骨
折
、
急
病
、
運
搬
、
救
護
、
心

肺
蘇
生
法
、
止
血
法
等

※
全
日
程
を
修
了
す
る
と
、
検
定
試

験
が
受
験
で
き
、
合
格
者
に
は
救

急
法
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
満
１５
歳
以
上
で
全
日
程
出

席
可
能
な
人

▼
講
師
　
日
赤
神
奈
川
県
支
部
指
導

員
▼
定
員
　
３０
人

▼
受
付
　
１０
月
６
日（
月
）か
ら
先
着

順
（
町
民
優
先
）

▼
費
用
　
３
’０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
日
赤
神
奈
川
県
支
部
大
磯
町
分
区

　（
福
祉
課
内
） 

1
内
線
３
０
３

第49回大磯町畜産共進会

　乳牛（ホルスタイン種）の審査や子牛の展
示を行います。
　また、会場では牛乳と堆肥の無料配布があ
りますので、是非ご来場ください。
▼とき　１０月３日（金）　午前１０時～
▼ところ　馬場公園
◎問い合わせ
　経済観光課　1内線２６２



観
音
の
優
し
く
ひ
ら
き
給
ふ
掌
に

　
　
　
　
　
　
後
慈
悲
の
ご
と
き
春
の
雪
積
む

20

広
報
お
お
い
そ
　
2
0
0
3
年
1
0
月
号
　
大
磯
町
企
画
室
発
行
　
〒
2
5
5
-8
5
5
5
　
神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
東
小
磯
1
8
3
番
地
　
1
0
4
6
3
-6
1
-4
1
0
0
　
FA
X
 0
4
6
3
-6
1
-1
9
9
1
　
http://w

w
w
.scn-net.ne.jp/̃oiso

町の人口と世帯
9月1日現在

人口 32,598人（＋3）　男 15,903人（△3）　女 16,695（＋6）
世帯 11,580世帯（＋9）　（　）は前月比

お
ん

じ

き

よし むら ゆたか

芳 村　　裕くん
平成14年９月19日生まれ
淳さん、由紀子さんの次男

（高麗在住）

✴✴✴✴✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴

✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴ ✴✴
✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴

✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴

※このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。
　企画室　1内線２０７

平
塚
市
　
熊
沢
　
雅
晴

（
評
）観
音
様
の
掌
に
春
の
雪
は
ふ
ん
わ
り
と
美
し

く
積
も
っ
て
い
ま
す
。作
者
は
、観
音
様
の
前
に
立
っ

た
時
、優
し
く
癒
さ
れ
た
気
持
ち
が
し
た
の
で
す
。

春
の
雪
を
観
る
ま
な
ざ
し
に
そ
の
心
が
伝
わ
り
ま

す
。釈
尊
の
教
え
を
像
に
し
て
示
し
た
の
が
観
音
像
。

釈
尊
は
苦
を
除
き
楽
を
与
え
た
い
と
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
で
し
た
。開
い
た
掌
は
与
願
と
い
っ
て
、安
心
し

た
い
と
い
う
望
み
を
か
な
え
ま
し
ょ
う
、と
い
う
印
な

の
で
す
。

 

西
行
祭
選
者
　
柳
　
宣
宏

◎
問
い
合
わ
せ

　
経
済
観
光
課
　
1
内
線
２
６
４

て お兄ちゃんとお姉ちゃんが優
しくていつも遊んでくれるよ。
お礼に、ほっぺにチューする
んだぁ。

運動公園オープニングイベント（8月30日）
当日はのべ1,200人もの来場があり、
新しい球場で熱戦が繰り広げられました。

総合防災訓練
　　　（8月31日）
津波に備えて
門扉の開閉訓練。
常日頃から気をつけて！

敬老会（9月12日）
歌やダンスを楽しみました。
いつまでもお元気で。

大磯さかなまつり（9月7日）
マダイの稚魚を放流しました。
鮮魚を求めて多くの人がやってきました。




